翻訳論

1 文脈を把握する

ある語句や文を訳す場合、その語彙や文法を正しく理解するだけではなく、まずはそれが、ある特定の文脈の中で、どのような意味合いで用いられているかを理解しなくてはならない。ただ単に言葉を一つ一つ訳していくだけでは駄目。

ACTIVITY1

lightning-conductorは直訳すると避雷針となるが、ここでは雷、光(lightning)を集める存在(conductor)として、尊敬されている宗教的な指導者の比喩である。そのため「雷を避ける針」という避雷針は訳として適切ではない。

2読者のことを考える

  翻訳者はただ原文を翻訳するだけではなく、自分の翻訳を読む読者の立場に立ち、訳文が理解可能かどうかを確認し、必要ならば訳文を手直しする必要がある。

  ex.2人の人物が食事中で、そのうち1人が「おいしくない」と言ったとする。これだけではこの人物がどのような意図でそういったのか読者は理解することができない。実際に声に出されたセリフとして聞けば、落胆、あるいは驚き、同意を求めていることなどがわかるかもしれないが、文字では抑揚やリズムを表現することが難しいため、読み方の違いによって意味が変わってしまうような訳文は避けた方が良い。’Isn’t it good?’なら「おいしいでしょう」、’This isn’t good’なら「あまりおいしくないわね」といった具合に読者が迷わずに済むような訳文を工夫する必要がある。

ACTIVITY2

  登場人物たちが読者に語りかけているという形式の小説であり、You English do not know Chamfort enoughという一文がある。これはそのまま訳せば「あなた方イギリス人は、シャンフォールのことをよく知らないでしょう」となる。現実において作者はイギリス人であり、原文の読者の多くもイギリス人であるが、日本語の訳文を読む読者は基本的に日本人であると考えてよいだろう。そこで行える処理としてはYou Englishを「あなた方日本人」とすることも挙げられるが、そうなると物語中の文化事象もすべて日本の文脈に置き換えないとつじつまが合わなくなる（翻案：20章参照）。有効な案としては、Englishの部分を訳出しないというものがある。

3自然な日本語を使用する

  外国語で書かれたものを日本語に翻訳する場合、特に文芸翻訳の場合、訳文そのものが日本語として洗練されたものであることが望まれる。そのためには日本語と英語の間にどのようなズレや違いがあるのかを知ることが必要である。

  ex.日本語では英語ほど人称代名詞を用いない、英語では-nessや-ityなどの語尾を有する、性質・状態・程度などを表す抽象名詞がよくつかわれるといったことがあげられる。これらのことに考慮しないと、「彼」や「彼女」、「～さ」がたくさん出てくる、文法的にはおかしくないものの日本語として不自然な訳文ができてしまう。

ACTIVITY3

  原文をそのまま訳すると彼女、彼女の、といった語句が不自然なほど多くなる。状況に応じて名詞に変えたり、文脈でそれと分かるようにして省略することが必要である。

4単語や品詞を組み替える

  英語を日本語に訳す場合、語順も品詞もそっくり変換しただけで自然な日本語になることはあまりない。適宜、単語や品詞を組み替える必要がある。

ex.日本語で言う「肩凝り」に相当する言葉は英語にはないが、stiff shoulders「凝っている肩」という言い方ならある。なので「肩凝りがする」と言いたければI have a stiff shouldersとすれば良い。

ACTIVITY4

  形容詞challengingはそのまま訳すと「能力を試すような、難しい、やりがいのある、刺激的な」などとなる。良い意味でも悪い意味でも、こちらに挑みかかってくるような、骨のある仕事や課題がchallengingと形容されるが、ここで「重要で難しいとみなす」あるいは「重要でやりがいがあると見なす」とするのは不自然である。品詞にこだわらず、「重要な試練と見なす」などとするのが処理の一例だ。

5意味素・意味成分を組み替える

  言語が変われば、一つ一つの語句の意味の守備範囲が違う。したがってきわめて日常的な事物を指し示す語句を別にすれば、むしろ意味が全く同じ語句を探す方が難しい。そのためもともとの文章に用いられている語句の意味を正確に写し取ろうとすると、どうしても余分な説明が必要となる。しかし二つの英単語を一つの日本語の単語に置き換えられることもある。

  ex. He was a shy thoughtful boyは「彼は、恥ずかしがり屋で思慮深い少年であり」と訳せるが、「引っ込み思案」という言葉を用いればshyとthoughtfulの両方の意味合いを一度に出すことができる。

ACTIVITY5

  that pathetic little selfは、直訳すると「あの情けない小さな自我」となるが、「ちっぽけな」を用いるとpatheticとlittleの意味合いを一度に出すことができる。

6臨機応変に処理する

  1.日本語の慣用表現を効果的に使う

  ACTIVITY6

    直訳帳に訳すると不自然なものも、日本語の慣用表現を使えばきわめて自然なものになることもある。しかしその中には日本の風土や文化に深く根ざしたものも数多くあり、翻案をするのでない限り使えないものも数多くあるので注意せねばならない。例としては「弘法にも筆の誤り」、「河童の川流れ」、「紺屋の白袴」などが挙げられる。

  2.洒落を訳す

  ACTIVITY7

    意味と音が組み合わさった洒落では、意味だけを変化することも、音だけを写し取ることもできるが、両面を生かしつつ気の利いた訳文を作るのは難しい。

  3.詩のリズムを生かす

  ACTIVITY8

    詩、その中でも定型詩を翻訳する際にも、洒落と同様意味と音の両方を生かす工夫が必要になる。脚韻は日本語では馴染みがないが、リズムを生かす方法としては七五調を用いることができる。

7辞書を活用する

見慣れない英単語に出くわした時は勿論、見慣れた単語であっても自分の知っている語彙情報では文脈にそぐわない時はすぐに辞書を引くようにすることが重要である。

ACTIVITY9

communication、mannerはともにカタカナ英語の形で日本語の中に定着してしまっているが、この文の中では「コミュニケーション」「マナー」だと文脈的にそぐわない。OEDの定義でいえば、このcommunicationは’Converse, personal intercourse’「交流、付き合い」の意味、mannerのほうは’The modes of life, customary rules of behavior, conditions of society, prevailing in a people’「ある民族・国民名間に広くいきわたっている生活様式、行動規範、社会の状態」の意味で用いられている。

9「声」を理解する

  小説の場合には、あるセリフがだれの発話なのかが分かりづらい場合がある。英語では日本語ほど男言葉と女言葉の違いが小さい。本来男の登場人物の声であるべきものを女言葉で訳してしまったりすると、まったく文章の意味が変わってしまう。そうならないために普段から英語を正確に読み解く訓練をしておく必要がある。

10心理を理解する

  小説の語りは、大きく分けて「一人称の語り(first-person narration)」と「三人称の語り(third-person narration)」の二つの方法がある。しかし登場人物が語り手となる一人称の語りにおいて、視点はその人物の視点であることが多いものの、自分の親の話をしているときにその流れで親の声を出すということもあるように、語り手と視点は必ずしも一致しない。これらを正しく理解することが重要である。

11文体を理解する

  英文を翻訳するとき、語彙や構文ばかりでなく、「文体(style)」を理解する必要がある。文体はテクストのジャンルによっても、個々の作家によっても異なるものである。

  ex.『チャーリーとチョコレート工場』では、人を紹介する時の基本的な文体、新聞などに掲載されるかしこまった広告文の文体、定型誌の文体、語りの基本となる物語文などがある。

ACTIVITY13 

(1)と比べると(2)の文は長く、構造はより複雑である。またI have, I cannotのように省略のない形が現れる。(2)は手紙文であり、このように(1)よりもかしこまっている。翻訳に際しても、その文体の違いを出す必要がある。 

12精読する

現代の日本の英語教育では、英語は英語のまま理解するべき、細部にこだわらずに全体の意味を取るべきという考えが広まっている。しかし、最初は日本語を手がかりとして細部まで細かく気を配りながら正確に読み解くことが重要である。名詞が単数形か複数形か、そこに定冠詞がついているかいないかといった細かい文が意味を左右することもある。 13綿密に調べる　訳文の中に不明なものが現れたとき、翻訳者は訳文を作る前にできるだけそれについて調査をする必要がある。また、それによって当該箇所、更には作品全体の意味がよく分かるようになって、翻訳がしやすくなることもある。

ex.岡倉天心の手紙にあった英語の詩において、訳文では鐘とされていたものは原文ではcymbalsとなっていた。cymbalsを鐘とするのは不適切であり、仏具を調べると、確証はないものの鐃鉢がそれらしいとわかる。 

14文学的素養を身につける

　文学作品、あるいは文芸的な文体で書かれた英文の中には、時として何の説明もなく他の文学作品や名言の一部が引用されることがある。これらに気づき、何らかの形でその効果を訳文に反映させるためにも、普段から名作をたくさん読んで、文学的素養を身につけておく必要がある。

ACTIVITY16

 　この文章におけるthe Slough of Despondはジョン・バンヤンの『天路歴程』において主人公がはまってしまう「失意の沼」のことである。この作品では、出てくる地名や人名には、人間精神の諸相を表す象徴的な名前が付けられている。

15一般教養を身につける

  原文の中に文学作品からの引用などは、文学の古典的名作や文学史を勉強すればある程度は出展がわかるようになるが、何の説明もなく英語圏では常識となっているような歴史や文化にまつわる事項あらわれることもある。それを見抜くためには一般教養を身につけるしかない。

ACTIVITY17

 ここではマーティン・ルーサー・キング牧師の有名な演説の中に繰り返し出てくる文句である。情熱的な演説の口調を、さらに大げさに表現している。

16テクスト相互関連性

  文学作品の中には、先行する作品の一部や、その先行作品に対する言及が現われることがある。先行作品の意味合いを新しいテクストに取り込むために利用されることもあれば、新しいテクスト全体の枠組みを形作るために利用されることもある。

  ex.ジェームス・ジョイスの『ユリシーズ』の題名は、オデュッセウスのラテン語名であり、物語の中の一日の出来事がホーマーの「オデュッセイア」に描かれた冒険と一つ一つ対応している。

ACTIVITY18

  The Catcher in the Ryeにおいては、主人公が自分の出生にかかわる様々な話を「デイヴィッド・コッパーフィールドみたいなくだらないこと」と称し、語りたくないと述べている。『デイヴィッド・コッパーフィールド』では冒頭でデイヴィッド本人が語り手となり自らの出生にまつわる事実や出来事を述べている。

17テーマ・モチーフ・象徴性

 文学作品の翻訳を始める前には、まず何度か通読して、作品のテーマ、何を表現しようとしているかということを理解ししなければならない。

ACTIVITY19

  『ある放浪者の半生』とその続編の『魔法の種』ではhalfという単語が不安定さや分裂を表し繰り返し何度も出てきている。二つの作品を通じて、主人公のウィリーは、新しい世界に飛び込む度に、常に選択しなかった方の「もう一つの自分」「もう一つの生き方」が気になりだす。「自分探し」という人間の普遍的なテーマと植民地文学に特徴的な民族的・文化的自己認識の問題とが複雑にからみついたものがこの二作の主題を形成しているのだ。

18英語のなかの日本

  原文の中の日本に関する描写に明らかに間違いがある場合、それをそのままにしておくか、訂正するか、はっきりとした原則はない。作者が存命の場合問い合わせることもできるが、そうでない場合などは、翻訳家がその都度処理の妥当性を判断しなくてはならない。また、自分の知っている日本の文化についても、その理解が本当に妥当なものなのか自問する必要がある。

ACTIVITY20

  この文章の訳文において、登場する固有名詞には漢字があてられている。カタカナのままであったのなら読者の日本人には不自然に感じただろう。

20明治時代の文芸翻訳と翻案

  日本では明治十年代以降になってから英文学作品が盛んに翻訳されるようになった。そして中期に入ると、原作の設定をすべて日本の文脈に置き換える翻案という訳しかたが出てくる。

  ex.『オリヴァー・トウィスト』の翻案では、オリヴァー・トウィストは小櫻新八、spoonは箸などとなっている。

21ジャンル変換

  テクスト変換とは、小説からミュージカル、英語から日本語への翻訳などのことを指す。翻案もこの一つである。

  ex.『レ・ミゼラブル』の日本語版ミュージカルは、原作のビクトル・ユゴーの小説からミュージカルへのジャンル変換がまずなされ、フランス語から英語への翻訳、さらに日本語への翻訳という二回の言語変換がなされたものである。

22メディア変換

  テクスト変換の延長線上にあるのがメディア変換であり、音楽や映像などほかの表現媒体を使った作品へと変換することである。

＊発話/思想の描写法

  ・発話

    1. He said that he liked it there in Tokyo.

      (Indirect Speech/間接話法)

    2. He said, ‘I liked it here in Tokyo!’
      (Direct Speech/直接話法)

3. I liked it here in Tokyo!

      (Free Direct Speech/自由直接話法)

4. He liked it there (語り手の視点によってはhere) in Tokyo!

      (Free Indirect Speech/自由間接話法[描出話法])

5. He expressed his pleasure at being in Tokyo.

      (Narrative Report of Speech Act/語り手による報告)

・思考

    1. He thought that he liked it there in Tokyo.

      (Indirect Thought/間接話法)

    2. He thought, I liked it here in Tokyo!

      (Direct Thought/直接話法)

    3. I like it here in Tokyo!

      (Free Direct Thought/自由直接話法)

    4. He liked it there (here) in Tokyo!

      (Free Indirect Thought/自由間接話法[描出話法])

    5. He thought of his pleasure at being in Tokyo.

     (Narrative Report of Thought Act/語り手による思考報告)

語り手の声
      語り手による発話/思考報告

      間接話法[描出話法]

      自由間接話法

      直接話法

      自由直接話法

登場人物の声

＊補足

遅くなって済みません。翻訳論の教科書の簡単なまとめ＋αです。教科書は各章ごとにまとめましたが、まとめるほどではない、もしくは簡単にはまとめられないものは飛ばしました。「8構文を分析する」は読んでおいてください。試験に出る英文は、基本的に教科書とプリントからのもの(EXERCISE15除く)だそうです。

あと先生が繰り返し仰って、教科書でも述べられていることは、文芸翻訳に重要なのは英語の能力だけではなく正しい日本語を書けるということです。良い翻訳をするために必要なのは決してセンスではなく技術です。原文の意図するところを正確に訳し、読む人にとって自然で読みやすい文章とするよう心がけましょう。
